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小玉ひとし議会レポート
大崎市議会議員　	 2022年8月9日

大崎市議会議員 
小玉仁志

・１９８４年４月２日生
（３８歳　妻、子二人） 
・古川第三小学校、古川中
学校、古川高校、東北学院
大学　卒業 

・Officeウラバタケ（株）代
表取締役/宮城県農業大学校
非常勤講師


流域治水とは？

気候変動を踏まえ、あら
ゆる関係者が協働して流
域全体で行う総合的かつ
多層的な水害対策（国土
交通省　水管理・国土保
全局）の呼称。


以下のQRコードから
調査してほしいこと、
お悩みなど、お気軽に
ご相談できます！

ハード対策例

・堤防強化整備 

・河道掘削 

・排水機場、下水機能強化
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ソフト対策例

・田んぼダムなどの保全活用 

・まちづくり計画への反映 

・水位計、カメラの設置
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意識対策例


・ハザードマップの周知 

・避難シミュレーション 

・住民コミュニケーション

3

大雨災害「流域治水」の必要性について

この度の令和４年７月大雨災害に際しまして、被害にあわれた市民の皆様には謹
んでお見舞い申し上げます。この度の災害に際し、皆様の生活の安全・安心を１
日も早く取り戻すために大崎市議会も一丸となって復旧に取り組んで参ります。
７月２７日に議員全員協議会において、内水対策の強化策について執行部へ現場
での市民の意見を前面に質問・意見させて頂きました。 

「流域治水」国土並びに世界的な気候変動が関わる自然災害は私たち市民もとも
に考え、取り組むべき問題になりつつあります。自治体にしかできない治水は、
議会でも問題点を指摘し、市民の安全安心を守ることが第一です。私たち市民も
地域に住むからこそ成せる、共助の心を持ち互いに支え合うことが大切ですね。

発行：小玉仁志　住所：大崎市古川穂波４丁目１６−２５　tel:０９０ー６４５３−１０６３ 
協力：小玉ひとし後援会～未来そうぞう堂～ 

（一社）おおさき青年会議所、（公社）日本青年会議所東北地区宮城ブロック協議会の仲間とボランティア活動(2022/07/24）




2

大崎市議会議員　小玉ひとし　議会レポート	 2022年7月30日

頭の体操！クロスワードパズル

NEWSの比較


　新型コロナが２年半余り続く中、７月に入り第７
波がこれまでにない規模で押し寄せています。この
状況下、今年に入って国内外で驚きの出来事が発生
しています。世界に目を向ければ、７月末からのロ
シアのウクライナ侵攻。国内では、７月の国政選挙
中に起きた元首相の狙撃事件。国内外を問わぬ異常
な物価高などです。国の行政・議会は、急遽その対
応に追われています。

　こうした中、先日、決して看過できないデータが
発表されました。日本の令和３年特殊出生率
「1.30」。低い傾向が久しいことは周知のことです
が、日本の人口問題が、少子（1.50未満は超少子
化）高齢化・生産年齢人口の減少の域に止まらず、
人口そのものの減少の域へと一層加速していること
が顕著になりました。ここ大崎市もその例外ではあ
りません。市全体として横ばい・微減状態を維持し
てきた子どもの数が、大きく落ち込んでいます。深
刻な地域課題です。（年代別最小0-4歳計3935人：年
代別最多70-74歳計10548人 大崎市R4/4/1現在）

世界の人口は増加し続け、インドの人口が近々中国
を抜くという話も。西欧諸国では少子化対策が功を
奏している国（英・独・仏等）もあります。確かに
日本もこれまで対策を取ってきたはずです。しか
し、結果は前述のとおり、結果がすべてであれば、
その対策に不備があった、もしくは本腰を入れてい
なかったことになります。国、地域の維持・発展を
考えれば、人口の維持・増加こそがその基盤です。
誕生、成長、定住と段階に合わせた抜本的な環境整
備が急務ではないでしょうか。


小玉ひとし　６月定例会一般質問とポイント


①「誇りある農業の振興」実現に向けた農業担い手
不足の対策について  
→地域一丸となり世界に発信することのできる食材の可能性を

模索しよう。産業として稼げる農業の実現を！ 

②DX推進に関する具体的な取り組みについて 
→誰の何をどのように加速させるのか？市民の生活がより良くな

る計画に仕立てスピード感をもって実行すべき。 

③陸羽東線塚目駅移転整備計画について  
→交通インフラとしての機能のみならず、駅を中心とした地域住
民が交流する拠点としてのデザインを！ 

旧姓・通称で議員活動することが可能に！ 

　４月の選挙では名称を「小玉仁志」として臨ませて頂きましたが、結
婚後戸籍上苗字が変更となっておりました。当選後議員となって初めて
知りましたが大崎市議会には旧姓や通称の使用に関する決まりが無かっ
たのです。私、小玉と法華議員は戸籍上別の苗字、普段使いしている名
前で議員活動させてほしいと所属会派に協力を得ながら２人で「通称等
使用取扱規定」の導入を要請し承諾して頂きました。今後、ジェンダー
ギャップの解消やスムーズな市政運営に寛容な姿勢を取って頂けたこと
に感謝すると同時に、多様な立場と視点を意識しながら市政に臨むべき
と改めて感じました。また、社会をより良くする発想は行動に移すこと
で変えられることを実感した一件でした。 

横の問題
①宮城県仙台市の和菓子屋「しらま○○○○○ほんぽ」。
⑤亀を助けた人の成れの果て。
⑥朱鷺の読み。
⑦坂上田村麻呂が蝦夷を打首にした時の首が落ちた場所が由
来の地名。
⑨ウルトラセブン。モロボシ○○。
⑩有名カレー店の略称。
⑫政党・政治団体がテレビ・ラジオで発表する放送番組
「○○○○放送」
⑭法律事務を処理する専門職。
⑮物事の説明や描写に、ある共通点に着目した他の物事を借
りて表現すること。
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縦の問題
①お刺身と盛られている白い食べ物。
②鳥獣の内臓を煮込んだ日本料理の総称。
③鳴子の伝統工芸品。
④○○折々。劇団〇〇。
⑥アメリカに行く。
⑦鳴子といえば。
⑧二日酔い予防に良いショウガ科の多年草。
⑪鶏肉の食肉加工やレンダリングにより得られる脂肪を加
熱して得られる油。
⑬囲んだ領域の広さを競うボードゲーム
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